
 

 

     学校長だより  Ｎｏ．６（平成 29 年 10 月 27 日） 

 あんなに暑かった日々を忘れてしまいそうになるほど、めっきりと涼しくなり、どこからともなく香

る金木犀や実習農園に実る柿や栗に秋本番を感じています。その一方で、二週連続の台風の襲来の気配、

朝晩と日中の気温差も大きく、体調管理にはくれぐれも気を付けたいですね。 

さて、この季節は運動会シーズンですから、10 月は雨の日が少ないと思いきや、９月に続いて降水量

が多い月となっています。10 月 10 日に行われた東京オリンピックの開会式が雲一つない晴天だったた

め、10 月は天気がいいというイメージを持っている人が多いのではとも言われています。昨日まで一日

中晴天だったのは７日間で、11 日間は雨天、あとは曇天でした。ちなみに 1 年のうち晴れの特異日は 11

月 3 日の文化の日だそうです。ちょうどこの日は子鹿園分校の「学習発表会」が行われる日ですね。学校

行事が晴天になるととても気分がいいものです。きっと素晴らしい学習発表会になることでしょう 

本県の特別支援学校の児童生徒対象に 11 月 11 日

に行われるジュニアボッチャ大会が近づいていま

す。記念すべき第 1 回の県ボッチャ協会公認の大会

の歴史に名を残す初代チャンピオンをめざし、大い

に腕を競ってほしいものです。ところが、今のところ

参加者がとても少なく、若草本・分校以外の参加もな

い状況です。この競技はボールを押し出すわずかな

力があればどなたでも参加でき、ルールもシンプル

で誰もが活躍ができるスポーツです。公式戦とはい

え初心者でもルールを知らなくても、ぶっつけ本番

でも心配いりません。レクボッチャの部もあります。

児童生徒の皆さんはもちろん、ご家族で参加してい

ただいてもＯＫです。ＰＴＡの親睦行事も兼ねてい

ます。たくさんの方の来校をお待ちしております。ど

うか参加へのご理解ご協力をいただき、本大会を楽

しく盛り上げていただきたいと思います。 

＜参加賞も用意しています！＞ 

＜スポーツの秋＞ 

10 月７日 国立高知病院分校「つくし運動会」 

☆みんなで高知野菜体操を披露！ 

10 月 14 日 高知若草本校「体育祭」 

 ☆応援合戦にブルゾンちえみ with B 登場！ 

10 月 15 日 県スポーツ大会「フライングディスク」 

 ☆本校高等部中越海翔さん銅メダル獲得！ 

10 月 28 日 全国スポーツ大会（愛媛大会） 

 ☆本校から３名選出！愛媛での活躍を期待！ 

＜文化薫る秋＞ 

10 月 8 日 土佐希望の家分校「希望の家祭」 

 ☆｢手のひらを太陽に｣ｽﾃｰｼﾞ発表！頑張った！ 

＜芸術の秋＞ 

10 月 6 日 スピリットアート展 

 ☆土佐希望の家分校高等部 3 年生入選 

10 月 20 日 第 36 回肢体不自由児・者美術展 

 ☆本校高等部松尾美咲さん文部科学大臣奨励賞受賞！ 

先日、本校で地震避難訓練を行いました。実施に当たってスーパーバイザーとして高知大学の岡村先生を

お招きし、訓練の様子を見ていただきながら、本校の防災体制に関してアドバイスをいただきました。 

岡村先生によると、南海トラフ地震はこの 10 年以内に発生する確率が極めて高い状況にあるということ

でした。そして「正しく恐れる」ことの大切さも教えていただきました。たとえ大きな地震が発生しても、

学校が倒壊することはありません、なぜなら、阪神・淡路、東北、熊本での大きな地震で倒壊した学校は１

校もなく、日本の学校は世界一安全な建物だそうです。とにかく慌てず、動かず、冷静を保つことが大切だ

と教わりました。また、地震の後は津波の影響を受けるため、安全な場所で 24 時間待機しなければなりま

せん。東北では発災後子どもを心配して幼稚園・保育所・学校に向かった多くの命が津波に飲み込まれてし

まいました。本・分校の児童生徒は世界一安全な学校で守られています。数時間後には災害ヘリが飛来し学

校の状況を把握します。水・食料等の備蓄は５日間、命をつなぐには十分な備えがあります。まずはそれぞ

れが自分の命とまわりの命を守りあい、生き延びることを優先しましょう。 

さて、災害は地震だけではありません、異常気象による風水害、北朝鮮のミサイルなど、心配の種は尽き

ません。学校では災害時の状況をいち早くお伝えできるよう、２重３重の情報伝達の手段を講じていくた

め、災害用緊急メールの活用を進めてまいります。どうか登録へのご協力よろしくお願い申し上げます。 

秋雨や 河は静かに 荒るる海 

ジュニアボッチャ大会に参加を！ ○○秋、〇〇秋、〇〇秋！トピックス 

命を守り、命をつなぐ、安心安全な学校を実現するために！ 


